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（別紙様式４） 

平成26年11月1日現在 

 

職業実践専門課程の基本情報について 
 

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

上田安子服飾専門 

学校 

昭和51年4月1日 三原 道子  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

 設 置 者 名  設立認可年月日  代 表 者 名  所   在   地 

学校法人上田学園 昭和57年3月31日 上田哲也  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

目 

的 

「技術」「感性」「知性」「時代性」の各々の要素のひとつひとつを培うことによって、日本の優れた

物づくりに貢献できる、専門人材を育成することに加え、「できあがった高品位なファッション商品を

どのようにして販売するか」までを一貫して考えることのできる高度人材の育成。 

分野 課 程 名 学 科 名 修業年限 
（昼、夜別） 

全課程の修了に
必要な総授業時
数又は総単位数 

専門士の付与 高度専門士の付与 

服飾家政 ﾌｧｯｼｮﾝ専門
課程 

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲﾀｰ
学科ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴ
ｲﾀｰｺｰｽﾃﾞｻﾞｲﾝ
専攻 

３年昼 ２７２２単位時間 

（又は単位） 
文部省告示第７号  

教育課程 

講義 演習 実験 実習 実技 

４９０単位時間 

（又は単位） 
５８２単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 
１６５０単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４８０人 ４３５人の内数 １７人 ２９人 ４６人 

 

学期制度 ■２学期： 

前期：4月1日～9月30日 

後期：10月1日～3月31日 

  

成績評価 ■成績表（有・無） 

■成績評価の基準・方法について 

試験・提出課題・授業態度を評価 

 

長期休み ■学年始め：4月8日 

■夏  季：7月25日～8月31日 

■冬  季：12月21日～1月7日 

■学 年 末：3月20日～4月7日 

卒業・進級条件 規定の出席日数を満たし規定の 

課題を提出し、試験に合格する 

生徒指導 ■クラス担任制（有無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

 カウンセリングや上級教員による個人 

面談など 

課外活動 ■課外活動の種類 

リクレーションや地域ボランティア 

■サークル活動（有・無） 
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主な就職先 ■主な就職先、業界 

アパレル、服飾雑貨等の製造や小売業 

■就職率 84％ 

■卒業生に占める就職者の割合81％ 

（平成26年5月1日時点の情報） 

主な資格・検定 ファッションビジネス検定 

パターンメーキング検定 等 

 

中途退学の現状 ■中途退学者 ４０  名  ■中退率 ９ ％ 

平成２５ 年５月１日在学者 ４３５  名（平成 ２５ 年４ 月入学者を含む） 

平成 ２６年３月３１ 日在学者 ３９５ 名（平成 ２５ 年 ３月卒業生を含む） 

■中途退学の主な理由 

 欠席による学業不振や経済的理由 

■中退防止のための取組 

 担当教員による補習や上級教員による個人面談など 

 

ホームページ URL: http://www.ucf.jp/ 
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

教育課程の編成にあたっては、学生の就業先の業界に必要な人材の専門性についての動向や国、地方自治

体の産業振興の方向性及び新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識・技能などを十分に把握・

分析した上で、企業等の要請を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施するため、企業等

と連携した教育課程を編成する。 

とくに学習課題の内容と評価体制について企業等と密接に連携することによって学生の専門性を高め、当

該学科の育成する人材の目標や科目の教育目標達成に資するよう育課程の編成に取り組む。 

 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿） 

平成２６年１０月１６日現在 

名 前 所   属 

大塚 陽子 東京ファッションデザイナー協議会議長 

冨澤 修身 大阪市立大学大学院 教授 
西川 典男 丸十服装株式会社 会長 

瀧 直人 瀧定大阪株式会社 取締役 

春木屋 慶輔 株式会社イッセイミヤケ 社長室長 

広瀬 篤彦 クロバー株式会社 営業本部本部長 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン店舗強化グループ長 

 

 

（開催日時） 

第１回 平成２６年９月２７日 １４：００～１５：３０ 

第２回 平成２７年２月 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針） 

企業等と連携した実習・演習授業の内容が当該学科の教育目標達成に資するものとなるように学習課題の内

容を精査し、科目間の連携や授業時間配分等を考慮しつつ実習・演習授業を構成する。 

また実習で制作した学習成果物等の評価にあたっては、学生の専門性を高めるべく連携する企業等と密接に

連携することで評価の指標を共有しながらすすめる。 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 

コンピュータ演習 ゴルフウェアの商品企画 株式会社理喜 

ファッションデザ

イン 

「ミスたつの」衣裳デザインと制作 徳永雅信製革所グループ    

たつの市 

実習 メンズシャツの製作 シーアトリエ 

 

 

３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針） 

当校においては平成 24年度 7月に「上田安子服飾専門学校教員の研修について」の基本方針を定め、専門教

育を充実するため教員の資質の向上を目的として計画的に教員の研修等を行うこととしている。研修等実施に

当たっては企業等との連携を深めるため、講師を企業等から当校に招請しておこない、また、教員を企業等の

開催する研修等に参加させることを基本としている。 

 

４．学校関係者評価 
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（学校関係者評価委員会の全委員の名簿） 

   平成２５年１１月２８日現在 

名 前 所   属 

藤本 栄子 ファッションクリエイター学科学生保護者 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン  

荒木 観嗣 株式会社 absolute  

大石 勝 大阪市立泉尾工業高校 

三島 保 大阪市北区商店会総連合会副会長  

池田 知隆 元大阪市教育委員長 

三原 道子 上田安子服飾専門学校 

  

（学校関係者評価結果の公表方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 

５．情報提供 

（情報提供の方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 
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授業科目等の概要 

（ファッション専門課程ファッションクリエイター学科デザイン専攻）平成２６年度 

分類 

授業科目名 授業科目概要 

配
当
年
次
・
学
期 

授 
業 

時 

数 
単 

位 

数 
授業方法 

必 
 

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

講 
 

義 

演 
 

習 

実
験
・
実
習
・
実
技 

○  
 

 
 

実習Ⅰ 

高品位な衣服を製作し、アイデアのあるデ

ザインを表現するためには縫製技術が必要

である。基礎縫い・スカート・ブラウス・

ワンピース・ツーピース・部分縫い（パッ

チポケット、箱ポケット、雨蓋ポケット・

コート）等基礎的な衣服を製作する。 

１
通 

330   △   ○ 

○  
 

 
 

実習Ⅱ 

レディスウエアの基本アイテムであるスカ

ート、パンツ、ショールカラーのジャケッ

ト、ラグランスリーブのコート、テーラー

ドジャケット部分縫いの構造を理解し、縫

製知識と技術を習得する。 

２
通 

300   △   ○ 

○     
製図（パターンメー

キングⅠ） 

教員のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像による製図と黒板製図

をノート等に作図、整理することを通して、

より高品位な製品作りの基礎となる知識・

技術を修得する。 

１
通 

180   △   ○ 

○     
パターンメーキン

グⅡ 

原型から平面パターンを作り、トワ－ルを

組み立て立体としての確認を行い、さらに

工業パターンに仕上げるための技術を学

ぶ。 

２
通 

120   △   ○ 

○     ドレーピングⅠ 

ボディ上でゆとりやシルエットを確認し、

デザインを創作しながらパターンを作り、

およびこれを平面パターンに作成する。 

２
前 

60   △   ○ 

○     
ファッションドロ

ーイングⅠ 

ファッションデザイン、プレゼンテーショ

ンに必要なイメージスケッチ、デザイン画

制作の技術と知識をテーマに添った課題を

制作することによって習得する。また、そ

のために必要な情報収集技術や活用法、発

想法を考察する。 

１
通 

90   △   ○ 
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○     
ファッションドロ

ーイングⅡ 

現在のアパレル商品の基本的なアイテムを

実物サンプルを用いながら研究し、素材表

現と合わせてスタイル画として描画するこ

とにより現在の市場に即した企画デザイン

の商品の特徴を備えたスタイル画を描画す

ることを修得する。 

２
通 

60   △   ○ 

○     
ファッションデザ

インⅠ 

ファッションデザインの変遷と、民族・習

慣による衣服の差異について理解を深める

ための講義と演習。現在、流通しているフ

ァッションデザインを整理・理解し、オリ

ジナルデザイン画を制作する 

１
通 

90   ○ △   

○     
ファッションデザ

インⅡ 

消費者側から機能性からなど多様な視点か

らファッションデザインし、商品をコーデ

ィネートで企画できる能力を演習を通じて

養う。また企業が求めるデザインとは何か

を考察するなかで、アパレル業界の仕組み

についても学ぶ。 

２
通 

90   ○ △   

○     色彩構成 

「衣服は造形物である」との視点からファ

ッションデザインのもととなる色彩構成に

ついて学ぶ。テキスト『デザインの色彩』

を使用した講義をもとにデザインガッシュ

で課題制作を行いファッションイメージへ

展開する。 

１
前 

30   △   ○ 

○     立体構成 

 「衣服は造形物である」との観点から、

ファッションデザインのもととなる立体の

構成について学ぶ。主にケント紙を素材に

して立体の基本と応用の課題製作を行い、

造形の美しさを表現する。 

１
後 

30   △   ○ 

○     服飾素材論Ⅰ 

講義によりアパレル素材の基本知識を体系

的に修得する。またファッショントレンド

と素材の関連性について、市場の動向を踏

まえ解説する。 

１
後 

30   ○     

○     服飾素材論Ⅱ 

ファッション業界での素材の位置づけ、役

割を体系的に理解し、素材の知識を深めて

いく。市場動向を読み取り、そのコンセプ

トにあったデザイン、素材に落とし込める

ようになる。 

２
前 

30   ○     

○     
コンピュータ演習

Ⅰ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフト

を活用技術を修得し、イメージマップやハ

ンガーイラストなどを作成する。メールア

カウントの設定やパスワード・署名などビ

ジネスメールに必要な基礎知識を身に付け

る。 

１
後 

30       ○ 
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○     
コンピュータ演習

Ⅱ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフト

を活用技術を修得し、ハンガーイラストや

デザイン画、イメージマップなどを駆使し

てポートフォリオが作成できる。 

２
前 

30       ○ 

○ 
  

  
コンピュータ演習

Ⅲ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフト

を活用技術を修得し、ハンガーイラストや

デザイン画、イメージマップなどを駆使し

てポートフォリオを作成し、企画提案する。 

３
通 

120     ○   

○     服飾史 

服飾の起源から現代にまでつながる服飾デ

ザインの変遷を図版・絵画・写真・映画な

どのビジュアル資料から学んでゆく。また、

身体と服飾の相関性、服飾デザインから読

み取れる記号的な意味を理解しデザインソ

ースとして生かしてゆく。 

２
後 

30   ○     

○     
ファッションビジ

ネス論Ⅰ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じ

てその仕事の中身を理解する。最新の業界

の情報を新聞やリサーチなどで調べ、ファ

ッションビジネスを考える。 グループミー

ティングやプレゼンなどを取り入れ、自分

の言葉や行動で表現する。     

１
後 

30   ○ △   

○     
ファッションビジ

ネス論Ⅱ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じ

てその仕事の中身を理解する。最新の業界

の情報を新聞やリサーチなどで調べ、ファ

ッションビジネスを考える。 グループミー

ティングやプレゼンなどを取り入れ、自分

の言葉や行動で表現する。     

２
後 

30   ○ △   

○     
ファッションビジ

ネス論Ⅲ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じ

てその仕事の中身を理解する。最新の業界

の情報を新聞やリサーチなどで調べ、ファ

ッションビジネスを考える。 グループミー

ティングやプレゼンなどを取り入れ、自分

の言葉や行動で表現する。     

３
通 

60   ○ △   

○     縫製工学 

工業生産的もの作りの道理、実務工程の知

識を習得し、自分を取り巻く関係者と円滑

に意思疎通が図れる技術者を養成するた

め、アパレル業・縫製加工業に関する専門

知識や繊維製品の品質管理に関する知識を

修得する。 

３
前 

30   ○     

○     西洋美術史 

初期ルネサンス美術から 20世紀後半の西

洋美術の歴史を通覧するとともに、各時代

の代表的な画家や作品について解説する。 

３
前 

30   ○     
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○     
プレゼンテーショ

ン技術 

商品企画等の説明のためのプレゼンテーシ

ョンに必要な技術を、演習を通して修得す

る。 

２
後 

30   △ ○   

◯ 
  

  RTW技術 

多様な種類の素材の縫製方法を学び、素材

に応じた工業パターンへの展開、縫製工程、

縫製仕様の理解を深める。また、各自の創

作性を生かした作品を製作発表することに

より既製服のデザイン・パターン・カッテ

ィング・縫製の一貫した知識と技術を修得

する。 

３
通 

240   △   ○ 

◯ 
  

  
パターンメーキン

グⅢ‐A 

基本パターンから各種デザインパターンの

理論的な展開方法を学び、各種アイテムの

工業パターンの作成までを修得する。 

３
通 

120   △   ○ 

 
 

◯   
パターンメーキン

グⅡ（選択） 

基本パターンから各種デザインパターンの

理論的な展開方法を学び、各種アイテムの

工業パターンの作成までを修得する。 

２
後 

60   △   ○ 

 ◯ 
 

ファッションデザ

インⅡ（選択） 

消費者側から機能性からなど多様な視点か

らファッションデザインし、商品をコーデ

ィネートで企画できる能力を演習を通じて

養う。 

２
後 

60   △   ○ 

◯ 
  

  
ファッションドロ

ーイングⅢ‐A 

実習を通じてアパレル産業の中で必要なド

ローイング（スタイル画・アイテム画など）

を学ぶアパレル産業で即戦力で通用するド

ローイング技術を身につける。 

３
通 

120   △   ○ 

◯ 
  

  
ファッションドロ

ーイングⅢ‐B 

実習を通じてアパレル産業の中で必要なド

ローイング（スタイル画・アイテム画など）

を学ぶアパレル産業で即戦力で通用するド

ローイング技術を身につける。 

３
通 

60   △   ○ 

◯ 
  

  
ファッションデザ

インⅢ‐A 

クライアントの求める商品コンセプトを

理解し、マーケティング的観点から企

画・立案し、ポートフォリオにまとめる。 

３
通 

120   △ ○   

○     特別講義 
社会に出て行くに必要な知識や心構えを養

成するための講義。 
１
・

２
・
３ 

30   ○     

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、

上田学園コレクション等で学習の成果を発

表する。 

１
通 

40     ○   
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○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、

上田学園コレクション等で学習の成果を発

表する。 

２
通 

56     ○   

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、

上田学園コレクション等で学習の成果を発

表する。 

３
通 

76     ○   

合計 ３４   科目 ２７２２単位時間 
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（別紙様式４） 

平成26年11月1日現在 

 

職業実践専門課程の基本情報について 
 

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

上田安子服飾専門 

学校 

昭和51年4月1日 三原 道子  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

 設 置 者 名  設立認可年月日  代 表 者 名  所   在   地 

学校法人上田学園 昭和57年3月31日 上田哲也  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

目 

的 

「技術」「感性」「知性」「時代性」の各々の要素のひとつひとつを培うことによって、日本の優れた

物づくりに貢献できる、専門人材を育成することに加え、「できあがった高品位なファッション商品を

どのようにして販売するか」までを一貫して考えることのできる高度人材の育成。 

分野 課 程 名 学 科 名 修業年限 
（昼、夜別） 

全課程の修了に
必要な総授業時
数又は総単位数 

専門士の付与 高度専門士の付与 

服飾家政 ﾌｧｯｼｮﾝ専門
課程 

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲﾀｰ
学科ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴ
ｲﾀｰｺｰｽﾊﾟﾀｰﾝ専
攻 

３年昼 ２７２２単位時間 

（又は単位） 
文部省告示第７号  

教育課程 

講義 演習 実験 実習 実技 

４９０単位時間 

（又は単位） 
５８２単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 
１６５０単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４８０人 ４３５人の内数 １７人 ２９人 ４６人 

 

学期制度 ■２学期： 

前期：4月1日～9月30日 

後期：10月1日～3月31日 

  

成績評価 ■成績表（有・無） 

■成績評価の基準・方法について 

試験・提出課題・授業態度を評価 

 

長期休み ■学年始め：4月8日 

■夏  季：7月25日～8月31日 

■冬  季：12月21日～1月7日 

■学 年 末：3月20日～4月7日 

卒業・進級条件 規定の出席日数を満たし規定の 

課題を提出し、試験に合格する 

生徒指導 ■クラス担任制（有無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

 カウンセリングや上級教員による個人 

面談など 

課外活動 ■課外活動の種類 

リクレーションや地域ボランティア 

■サークル活動（有・無） 
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主な就職先 ■主な就職先、業界 

アパレル、服飾雑貨等の製造や小売業 

■就職率 84％ 

■卒業生に占める就職者の割合81％ 

（平成26年5月1日時点の情報） 

主な資格・検定 ファッションビジネス検定 

パターンメーキング検定 等 

 

中途退学の現状 ■中途退学者 ４０  名  ■中退率 ９ ％ 

平成２５ 年５月１日在学者 ４３５  名（平成 ２５ 年４ 月入学者を含む） 

平成 ２６年３月３１ 日在学者 ３９５ 名（平成 ２５ 年 ３月卒業生を含む） 

■中途退学の主な理由 

 欠席による学業不振や経済的理由 

■中退防止のための取組 

 担当教員による補習や上級教員による個人面談など 

 

ホームページ URL: http://www.ucf.jp/ 
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

教育課程の編成にあたっては、学生の就業先の業界に必要な人材の専門性についての動向や国、地方自治

体の産業振興の方向性及び新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識・技能などを十分に把握・

分析した上で、企業等の要請を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施するため、企業等

と連携した教育課程を編成する。 

とくに学習課題の内容と評価体制について企業等と密接に連携することによって学生の専門性を高め、当

該学科の育成する人材の目標や科目の教育目標達成に資するよう育課程の編成に取り組む。 

 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿） 

平成２６年１０月１６日現在 

名 前 所   属 

大塚 陽子 東京ファッションデザイナー協議会議長 

冨澤 修身 大阪市立大学大学院 教授 
西川 典男 丸十服装株式会社 会長 

瀧 直人 瀧定大阪株式会社 取締役 

春木屋 慶輔 株式会社イッセイミヤケ 社長室長 

広瀬 篤彦 クロバー株式会社 営業本部本部長 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン店舗強化グループ長 

 

 

（開催日時） 

第１回 平成２６年９月２７日 １４：００～１５：３０ 

第２回 平成２７年２月 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針） 

企業等と連携した実習・演習授業の内容が当該学科の教育目標達成に資するものとなるように学習課題の内

容を精査し、科目間の連携や授業時間配分等を考慮しつつ実習・演習授業を構成する。 

また実習で制作した学習成果物等の評価にあたっては、学生の専門性を高めるべく連携する企業等と密接に

連携することで評価の指標を共有しながらすすめる。 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 

ファッションデザ

イン 

「ミスたつの」衣裳デザインと制作 徳永雅信製革所グループ    

たつの市 

実習 メンズシャツの製作 シーアトリエ 

 

 

 

３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針） 

当校においては平成 24年度 7月に「上田安子服飾専門学校教員の研修について」の基本方針を定め、専門教

育を充実するため教員の資質の向上を目的として計画的に教員の研修等を行うこととしている。研修等実施に

当たっては企業等との連携を深めるため、講師を企業等から当校に招請しておこない、また、教員を企業等の

開催する研修等に参加させることを基本としている。 
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４．学校関係者評価 

（学校関係者評価委員会の全委員の名簿） 

   平成２５年１１月２８日現在 

名 前 所   属 

藤本 栄子 ファッションクリエイター学科学生保護者 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン  

荒木 観嗣 株式会社 absolute  

大石 勝 大阪市立泉尾工業高校 

三島 保 大阪市北区商店会総連合会副会長  

池田 知隆 元大阪市教育委員長 

三原 道子 上田安子服飾専門学校 

  

（学校関係者評価結果の公表方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 

５．情報提供 

（情報提供の方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 
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授業科目等の概要 

（ファッション専門課程ファッションクリエイター学科パターン専攻）平成２６年度 

分類 

授業科目名 授業科目概要 

配
当
年
次
・
学
期 

授 
業 

時 

数 
単 

位 

数 
法方業授 

必 
 

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

講 
 

義 

演 
 

習 

実
験
・
実
習
・
実
技 

○  
 

 
 

実習Ⅰ 

高品位な衣服を製作し、アイデアのあるデ

ザインを表現するためには縫製技術が必

要である。基礎縫い・スカート・ブラウス・

ワンピース・ツーピース・部分縫い（パッ

チポケット、箱ポケット、雨蓋ポケット・

コート）等基礎的な衣服を製作する。 

１
通 

330   △   ○ 

○  
 

 
 

実習Ⅱ 

レディスウエアの基本アイテムであるス

カート、パンツ、ショールカラーのジャケ

ット、ラグランスリーブのコート、テーラ

ードジャケット部分縫いの構造を理解し、

縫製知識と技術を習得する。 

２
通 

300   △   ○ 

○     
製図（パターンメ

ーキングⅠ） 

教員のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像による製図と黒板製図

をノート等に作図、整理することを通し

て、より高品位な製品作りの基礎となる知

識・技術を修得する。 

１
通 

180   △   ○ 

○     
パターンメーキン

グⅡ 

原型から平面パターンを作り、トワ－ルを

組み立て立体としての確認を行い、さらに

工業パターンに仕上げるための技術を学

ぶ。 

２
通 

120   △   ○ 

○     ドレーピングⅠ 

ボディ上でゆとりやシルエットを確認し、

デザインを創作しながらパターンを作り、

およびこれを平面パターンに作成する。 

２
前 

60   △   ○ 

○     
ファッションドロ

ーイングⅠ 

ファッションデザイン、プレゼンテーショ

ンに必要なイメージスケッチ、デザイン画

制作の技術と知識をテーマに添った課題

を制作することによって習得する。また、

そのために必要な情報収集技術や活用法、

発想法を考察する。 

１
通 

90   △   ○ 
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○     
ファッションドロ

ーイングⅡ 

現在のアパレル商品の基本的なアイテム

を実物サンプルを用いながら研究し、素材

表現と合わせてスタイル画として描画す

ることにより現在の市場に即した企画デ

ザインの商品の特徴を備えたスタイル画

を描画することを修得する。 

２
通 

60   △   ○ 

○     
ファッションデザ

インⅠ 

ファッションデザインの変遷と、民族・習

慣による衣服の差異について理解を深め

るための講義と演習。現在、流通している

ファッションデザインを整理・理解し、オ

リジナルデザイン画を制作する 

１
通 

90   ○ △   

○     
ファッションデザ

インⅡ 

消費者側から機能性からなど多様な視点

からファッションデザインし、商品をコー

ディネートで企画できる能力を演習を通

じて養う。また企業が求めるデザインとは

何かを考察するなかで、アパレル業界の仕

組みについても学ぶ。 

２
通 

90   ○ △   

○     色彩構成 

「衣服は造形物である」との視点からファ

ッションデザインのもととなる色彩構成

について学ぶ。テキスト『デザインの色彩』

を使用した講義をもとにデザインガッシ

ュで課題制作を行いファッションイメー

ジへ展開する。 

１
前 

30   △   ○ 

○     立体構成 

 「衣服は造形物である」との観点から、

ファッションデザインのもととなる立体

の構成について学ぶ。主にケント紙を素材

にして立体の基本と応用の課題製作を行

い、造形の美しさを表現する。 

１
後 

30   △   ○ 

○     服飾素材論Ⅰ 

講義によりアパレル素材の基本知識を体

系的に修得する。またファッショントレン

ドと素材の関連性について、市場の動向を

踏まえ解説する。 

１
後 

30   ○     

○     服飾素材論Ⅱ 

ファッション業界での素材の位置づけ、役

割を体系的に理解し、素材の知識を深めて

いく。市場動向を読み取り、そのコンセプ

トにあったデザイン、素材に落とし込める

ようになる。 

２
前 

30   ○     

○     
コンピュータ演習

Ⅰ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフ

トを活用技術を修得し、イメージマップや

ハンガーイラストなどを作成する。メール

アカウントの設定やパスワード・署名など

ビジネスメールに必要な基礎知識を身に

付ける。 

１
後 

30       ○ 
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○     
コンピュータ演習

Ⅱ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフ

トを活用技術を修得し、ハンガーイラスト

やデザイン画、イメージマップなどを駆使

してポートフォリオが作成できる。 

２
前 

30       ○ 

○     服飾史 

服飾の起源から現代にまでつながる服飾

デザインの変遷を図版・絵画・写真・映画

などのビジュアル資料から学んでゆく。ま

た、身体と服飾の相関性、服飾デザインか

ら読み取れる記号的な意味を理解しデザ

インソースとして生かしてゆく。 

２
後 

30   ○     

○     
ファッションビジ

ネス論Ⅰ 

ファッションビジネスを業態や職種を通

じてその仕事の中身を理解する。最新の業

界の情報を新聞やリサーチなどで調べ、フ

ァッションビジネスを考える。 グループ

ミーティングやプレゼンなどを取り入れ、

自分の言葉や行動で表現する。     

１
後 

30   ○ △   

○     
ファッションビジ

ネス論Ⅱ 

ファッションビジネスを業態や職種を通

じてその仕事の中身を理解する。最新の業

界の情報を新聞やリサーチなどで調べ、フ

ァッションビジネスを考える。 グループ

ミーティングやプレゼンなどを取り入れ、

自分の言葉や行動で表現する。     

２
後 

30   ○ △   

○     縫製工学 

工業生産的もの作りの道理、実務工程の知

識を習得し、自分を取り巻く関係者と円滑

に意思疎通が図れる技術者を養成するた

め、アパレル業・縫製加工業に関する専門

知識や繊維製品の品質管理に関する知識

を修得する。 

３
前 

30   ○     

○     西洋美術史 

初期ルネサンス美術から 20世紀後半の西

洋美術の歴史を通覧するとともに、各時代

の代表的な画家や作品について解説する。 

３
前 

30   ○     

○     
プレゼンテーショ

ン技術 

商品企画等の説明のためのプレゼンテー

ションに必要な技術を、演習を通して修得

する。 

２
後 

30   △ ○   

○ 
  

  RTW技術 

多様な種類の素材の縫製方法を学び、素材

に応じた工業パターンへの展開、縫製工

程、縫製仕様の理解を深める。また、各自

の創作性を生かした作品を製作発表する

ことにより既製服のデザイン・パターン・

カッティング・縫製の一貫した知識と技術

を修得する。 

３
通 

240   △   ○ 
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◯ 
  

  ドレーピングⅡ 

トワ―ルを使用しての立体裁断によって

立体によるデザインを正確なパターンに

落とし込む技術を学ぶ。各種デザインのデ

ィテール・シルエットを立体で表現する。 

３
通 

120   △   ○ 

◯ 
  

  
パターンメーキン

グⅢ‐A 

基本パターンから各種デザインパターン

の理論的な展開方法を学び、各種アイテム

の工業パターンの作成までを修得する。 

３
通 

120   △   ○ 

 

◯  
  

パターンメーキン

グⅢ‐B 

基本パターンから各種デザインパターン

の理論的な展開方法を学び、各種アイテム

の工業パターンの作成までを修得する。 

３
前 

60   △   ○ 

 
 

◯   
パターンメーキン

グⅡ（選択） 

基本パターンから各種デザインパターン

の理論的な展開方法を学び、各種アイテム

の工業パターンの作成までを修得する。 

２
後 

60   △   ○ 

 ◯ 
 

ファッションデザ

インⅡ（選択） 

消費者側から機能性からなど多様な視点

からファッションデザインし、商品をコー

ディネートで企画できる能力を演習を通

じて養う。 

２
後 

60   △   ○ 

 
 

◯   
ファッションドロ

ーイングⅢ‐B 

実習を通じてアパレル産業の中で必要な

ドローイング（スタイル画・アイテム画な

ど）を学ぶアパレル産業で即戦力で通用す

るドローイング技術を身につける。 

３
通 

60   △   ○ 

◯ 
  

  
ファッションデザ

インⅢ‐B 

クライアントの求める商品コンセプト

を理解し、マーケティング的観点から企

画・立案し、ポートフォリオにまとめる。 

３
通 

60   △ ○   

○     
コンピュータパタ

ーン演習 

アパレルＣＡＤのソフトを理解し、パター

ンを引き、それに伴う仕様書等の書類を作

成するための利用手順を修得する。各ソフ

トを利用し、仕様書・指示書をパターンに

合わせ必要な内容を作成する。 

３
通 

120     ○   

 
 

○   商品企画 

クライアントの求める商品コンセプトを

理解し、マーケティング的観点から企画・

立案し、プレゼンテーションする。 

３
通 

60     ○   
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○     特別講義 
社会に出て行くに必要な知識や心構えを

養成するための講義。 

１
・
２
・
３ 

30   ○     

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、

上田学園コレクション等で学習の成果を

発表する。 

１
通 

40     ○   

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、

上田学園コレクション等で学習の成果を

発表する。 

２
通 

56     ○   

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、

上田学園コレクション等で学習の成果を

発表する。 

３
通 

76     ○   

合計 ３５   科目 ２７２２単位時間 
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（別紙様式４） 

平成26年11月1日現在 

 

職業実践専門課程の基本情報について 
 

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

上田安子服飾専門 

学校 

昭和51年4月1日 三原 道子  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

 設 置 者 名  設立認可年月日  代 表 者 名  所   在   地 

学校法人上田学園 昭和57年3月31日 上田哲也  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

目 

的 

「技術」「感性」「知性」「時代性」の各々の要素のひとつひとつを培うことによって、日本の優れた

物づくりに貢献できる、専門人材を育成することに加え、「できあがった高品位なファッション商品を

どのようにして販売するか」までを一貫して考えることのできる高度人材の育成。 

分野 課 程 名 学 科 名 修業年限 
（昼、夜別） 

全課程の修了に
必要な総授業時
数又は総単位数 

専門士の付与 高度専門士の付与 

服飾家政 ﾌｧｯｼｮﾝ専門
課程 

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲﾀｰ
学科ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴ
ｲﾀｰｺｰｽｵｰﾄｸﾁｭｰ
ﾙ専攻 

３年昼 ２７２２単位時間 

（又は単位） 
文部省告示第７号  

教育課程 

講義 演習 実験 実習 実技 

４９０単位時間 

（又は単位） 
５８２単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 
１６５０単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４８０人 ４３５人の内数 １７人 ２９人 ４６人 

 

学期制度 ■２学期： 

前期：4月1日～9月30日 

後期：10月1日～3月31日 

  

成績評価 ■成績表（有・無） 

■成績評価の基準・方法について 

試験・提出課題・授業態度を評価 

 

長期休み ■学年始め：4月8日 

■夏  季：7月25日～8月31日 

■冬  季：12月21日～1月7日 

■学 年 末：3月20日～4月7日 

卒業・進級条件 規定の出席日数を満たし規定の 

課題を提出し、試験に合格する 

生徒指導 ■クラス担任制（有無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

 カウンセリングや上級教員による個人 

面談など 

課外活動 ■課外活動の種類 

リクレーションや地域ボランティア 

■サークル活動（有・無） 
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主な就職先 ■主な就職先、業界 

アパレル、服飾雑貨等の製造や小売業 

■就職率 84％ 

■卒業生に占める就職者の割合81％ 

（平成26年5月1日時点の情報） 

主な資格・検定 ファッションビジネス検定 

パターンメーキング検定 等 

 

中途退学の現状 中途退学者 ４０  名  ■中退率 ９ ％ 

平成２５ 年５月１日在学者 ４３５  名（平成 ２５ 年４ 月入学者を含む） 

平成 ２６年３月３１ 日在学者 ３９５ 名（平成 ２５ 年 ３月卒業生を含む） 

■中途退学の主な理由 

 欠席による学業不振や経済的理由 

■中退防止のための取組 

 担当教員による補習や上級教員による個人面談など 

 

ホームページ URL: http://www.ucf.jp/ 
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

教育課程の編成にあたっては、学生の就業先の業界に必要な人材の専門性についての動向や国、地方自治

体の産業振興の方向性及び新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識・技能などを十分に把握・

分析した上で、企業等の要請を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施するため、企業等

と連携した教育課程を編成する。 

とくに学習課題の内容と評価体制について企業等と密接に連携することによって学生の専門性を高め、当

該学科の育成する人材の目標や科目の教育目標達成に資するよう育課程の編成に取り組む。 

 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿） 

平成２６年１０月１６日現在 

名 前 所   属 

大塚 陽子 東京ファッションデザイナー協議会議長 

冨澤 修身 大阪市立大学大学院 教授 
西川 典男 丸十服装株式会社 会長 

瀧 直人 瀧定大阪株式会社 取締役 

春木屋 慶輔 株式会社イッセイミヤケ 社長室長 

広瀬 篤彦 クロバー株式会社 営業本部本部長 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン店舗強化グループ長 

 

 

（開催日時） 

第１回 平成２６年９月２７日 １４：００～１５：３０ 

第２回 平成２７年２月 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針） 

企業等と連携した実習・演習授業の内容が当該学科の教育目標達成に資するものとなるように学習課題の内

容を精査し、科目間の連携や授業時間配分等を考慮しつつ実習・演習授業を構成する。 

また実習で制作した学習成果物等の評価にあたっては、学生の専門性を高めるべく連携する企業等と密接に

連携することで評価の指標を共有しながらすすめる。 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 

ファッションデザ

イン 

「ミスたつの」衣裳デザインと制作 徳永雅信製革所グループ    

たつの市 

実習 メンズシャツの製作 シーアトリエ 

 

 

 

３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針） 

当校においては平成 24年度 7月に「上田安子服飾専門学校教員の研修について」の基本方針を定め、専門教

育を充実するため教員の資質の向上を目的として計画的に教員の研修等を行うこととしている。研修等実施に

当たっては企業等との連携を深めるため、講師を企業等から当校に招請しておこない、また、教員を企業等の

開催する研修等に参加させることを基本としている。 
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４．学校関係者評価 

（学校関係者評価委員会の全委員の名簿） 

   平成２５年１１月２８日現在 

名 前 所   属 

藤本 栄子 ファッションクリエイター学科学生保護者 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン  

荒木 観嗣 株式会社 absolute  

大石 勝 大阪市立泉尾工業高校 

三島 保 大阪市北区商店会総連合会副会長  

池田 知隆 元大阪市教育委員長 

三原 道子 上田安子服飾専門学校 

  

（学校関係者評価結果の公表方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 

５．情報提供 

（情報提供の方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 
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授業科目等の概要 

（ファッション専門課程ファッションクリエイター学科オートクチュール専攻）平成２６年度 

分類 

授業科目名 授業科目概要 

配
当
年
次
・
学
期 

授 
業 

時 

数 
単 

位 

数 

法方業授 

必 
 

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

講 
 

義 

演 
 

習 

実
験
・
実
習
・
実
技 

○  
 

 
 

実習Ⅰ 

高品位な衣服を製作し、アイデアのあるデザイ

ンを表現するためには縫製技術が必要である。

基礎縫い・スカート・ブラウス・ワンピース・

ツーピース・部分縫い（パッチポケット、箱ポ

ケット、雨蓋ポケット・コート）等基礎的な衣

服を製作する。 

１
通 

330   △   ○ 

○  
 

 
 

実習Ⅱ 

レディスウエアの基本アイテムであるスカー

ト、パンツ、ショールカラーのジャケット、ラ

グランスリーブのコート、テーラードジャケッ

ト部分縫いの構造を理解し、縫製知識と技術を

習得する。 

２
通 

300   △   ○ 

○     

製図（パター

ンメーキング

Ⅰ） 

教員のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像による製図と黒板製図をノ

ート等に作図、整理することを通して、より高

品位な製品作りの基礎となる知識・技術を修得

する。 

１
通 

180   △   ○ 

○     
パターンメー

キングⅡ 

原型から平面パターンを作り、トワ－ルを組み

立て立体としての確認を行い、さらに工業パタ

ーンに仕上げるための技術を学ぶ。 

２
通 

120   △   ○ 

○     
ドレーピング

Ⅰ 

ボディ上でゆとりやシルエットを確認し、デザ

インを創作しながらパターンを作り、およびこ

れを平面パターンに作成する。 

２
前 

60   △   ○ 

○     

ファッション

ドローイング

Ⅰ 

ファッションデザイン、プレゼンテーションに

必要なイメージスケッチ、デザイン画制作の技

術と知識をテーマに添った課題を制作するこ

とによって習得する。また、そのために必要な

情報収集技術や活用法、発想法を考察する。 

１
通 

90   △   ○ 

○     

ファッション

ドローイング

Ⅱ 

現在のアパレル商品の基本的なアイテムを実

物サンプルを用いながら研究し、素材表現と合

わせてスタイル画として描画することにより

現在の市場に即した企画デザインの商品の特

徴を備えたスタイル画を描画することを修得

する。 

２
通 

60   △   ○ 
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○     
ファッション

デザインⅠ 

ファッションデザインの変遷と、民族・習慣に

よる衣服の差異について理解を深めるための

講義と演習。現在、流通しているファッション

デザインを整理・理解し、オリジナルデザイン

画を制作する 

１
通 

90   ○ △   

○     
ファッション

デザインⅡ 

消費者側から機能性からなど多様な視点から

ファッションデザインし、商品をコーディネー

トで企画できる能力を演習を通じて養う。また

企業が求めるデザインとは何かを考察するな

かで、アパレル業界の仕組みについても学ぶ。 

２
通 

90   ○ △   

○     色彩構成 

「衣服は造形物である」との視点からファッシ

ョンデザインのもととなる色彩構成について

学ぶ。テキスト『デザインの色彩』を使用した

講義をもとにデザインガッシュで課題制作を

行いファッションイメージへ展開する。 

１
前 

30   △   ○ 

○     立体構成 

 「衣服は造形物である」との観点から、ファ

ッションデザインのもととなる立体の構成に

ついて学ぶ。主にケント紙を素材にして立体の

基本と応用の課題製作を行い、造形の美しさを

表現する。 

１
後 

30   △   ○ 

○     服飾素材論Ⅰ 

講義によりアパレル素材の基本知識を体系的

に修得する。またファッショントレンドと素材

の関連性について、市場の動向を踏まえ解説す

る。 

１
後 

30   ○     

○     服飾素材論Ⅱ 

ファッション業界での素材の位置づけ、役割を

体系的に理解し、素材の知識を深めていく。市

場動向を読み取り、そのコンセプトにあったデ

ザイン、素材に落とし込めるようになる。 

２
前 

30   ○     

○     
コンピュータ

演習Ⅰ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、イメージマップやハンガーイ

ラストなどを作成する。メールアカウントの設

定やパスワード・署名などビジネスメールに必

要な基礎知識を身に付ける。 

１
後 

30       ○ 

○     
コンピュータ

演習Ⅱ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、ハンガーイラストやデザイン

画、イメージマップなどを駆使してポートフォ

リオが作成できる。 

２
前 

30       ○ 

 
 

○   
コンピュータ

演習Ⅲ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、ハンガーイラストやデザイン

画、イメージマップなどを駆使してポートフォ

リオを作成し、企画提案する。 

３
通 

30     ○   
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○     服飾史 

服飾の起源から現代にまでつながる服飾デザ

インの変遷を図版・絵画・写真・映画などのビ

ジュアル資料から学んでゆく。また、身体と服

飾の相関性、服飾デザインから読み取れる記号

的な意味を理解しデザインソースとして生か

してゆく。 

２
後 

30   ○     

○     
ファッション

ビジネス論Ⅰ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じて

その仕事の中身を理解する。最新の業界の情報

を新聞やリサーチなどで調べ、ファッションビ

ジネスを考える。 グループミーティングやプ

レゼンなどを取り入れ、自分の言葉や行動で表

現する。     

１
後 

30   ○ △   

○     
ファッション

ビジネス論Ⅱ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じて

その仕事の中身を理解する。最新の業界の情報

を新聞やリサーチなどで調べ、ファッションビ

ジネスを考える。 グループミーティングやプ

レゼンなどを取り入れ、自分の言葉や行動で表

現する。     

２
後 

30   ○ △   

○     縫製工学 

工業生産的もの作りの道理、実務工程の知識を

習得し、自分を取り巻く関係者と円滑に意思疎

通が図れる技術者を養成するため、アパレル

業・縫製加工業に関する専門知識や繊維製品の

品質管理に関する知識を修得する。 

３
前 

30   ○     

○     西洋美術史 

初期ルネサンス美術から 20世紀後半の西洋美

術の歴史を通覧するとともに、各時代の代表的

な画家や作品について解説する。 

３
前 

30   ○     

○     
プレゼンテー

ション技術 

商品企画等の説明のためのプレゼンテーショ

ンに必要な技術を、演習を通して修得する。 
２
後 

30   △ ○   

◯ 
  

  RTW技術 

多様な種類の素材の縫製方法を学び、素材に応

じた工業パターンへの展開、縫製工程、縫製仕

様の理解を深める。また、各自の創作性を生か

した作品を製作発表することにより既製服の

デザイン・パターン・カッティング・縫製の一

貫した知識と技術を修得する。 

３
通 

150   △   ○ 

◯ 
  

  
オートクチュ

ール技術 

自分サイズボディ、テーラードスーツ、ファン

デーション、ベルベットワンピース、ケミカル

レースブラウス等の作成を通し、それぞれの体

型にあった服の作りの根源を見直し、基本的な

縫製技術を踏まえたうえ、高級な素材での高度

な裁断、縫製技術を修得する。 

３
通 

300   △   ○ 
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◯ 
  

  
ドレーピング

Ⅱ 

トワ―ルを使用しての立体裁断によって立体

によるデザインを正確なパターンに落とし込

む技術を学ぶ。各種デザインのディテール・シ

ルエットを立体で表現する。 

３
通 

120   △   ○ 

 

◯  
  

パターンメー

キングⅢ‐A 

基本パターンから各種デザインパターンの理

論的な展開方法を学び、各種アイテムの工業パ

ターンの作成までを修得する。 

３
通 

120   △   ○ 

 
 

◯   

パターンメー

キングⅡ（選

択） 

基本パターンから各種デザインパターンの理

論的な展開方法を学び、各種アイテムの工業パ

ターンの作成までを修得する。 

２
後 

60   △   ○ 

 ◯ 
 

ファッション

デザインⅡ

（選択） 

消費者側から機能性からなど多様な視点から

ファッションデザインし、商品をコーディネー

トで企画できる能力を演習を通じて養う。 

２
後 

60   △   ○ 

◯ 
  

  

ファッション

デザインⅢ‐

B 

クライアントの求める商品コンセプトを理

解し、マーケティング的観点から企画・立案

し、ポートフォリオにまとめる。 

３
通 

60   △ ○   

○     
ファッション

ビジネス論Ⅱ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じて

その仕事の中身を理解する。グループミーティ

ングやプレゼンなどを取り入れ、自分の言葉や

行動で表現する。最新の業界の情報を新聞やリ

サーチなどで調べ、ファッションビジネスを考

える。 

３
通 

60   ○ △   

○     特別講義 
社会に出て行くに必要な知識や心構えを養成

するための講義。 

１
・
２
・
３ 

30   ○     

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、上

田学園コレクション等で学習の成果を発表す

る。 

１
通 

40     ○   

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、上

田学園コレクション等で学習の成果を発表す

る。 

２
通 

56     ○   
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○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、上

田学園コレクション等で学習の成果を発表す

る。 

３
通 

76     ○   

合計 ３３   科目 ２７２２単位時間 
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平成26年11月1日現在 

 

職業実践専門課程の基本情報について 
 

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

上田安子服飾専門 

学校 

昭和51年4月1日 三原 道子  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

 設 置 者 名  設立認可年月日  代 表 者 名  所   在   地 

学校法人上田学園 昭和57年3月31日 上田哲也  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

目 

的 

「技術」「感性」「知性」「時代性」の各々の要素のひとつひとつを培うことによって、日本の優れた

物づくりに貢献できる、専門人材を育成することに加え、「できあがった高品位なファッション商品を

どのようにして販売するか」までを一貫して考えることのできる高度人材の育成。 

分野 課 程 名 学 科 名 修業年限 
（昼、夜別） 

全課程の修了に
必要な総授業時
数又は総単位数 

専門士の付与 高度専門士の付与 

服飾家政 ﾌｧｯｼｮﾝ専門
課程 

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲﾀｰ
学科ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴ
ｲﾀｰｺｰｽﾒﾝｽﾞﾞ専
攻 

３年昼 ２７２２単位時間 

（又は単位） 
文部省告示第７号  

教育課程 

講義 演習 実験 実習 実技 

４９０単位時間 

（又は単位） 
５８２単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 
１６５０単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４８０人 ４３５人の内数 １７人 ２９人 ４６人 

 

学期制度 ■２学期： 

前期：4月1日～9月30日 

後期：10月1日～3月31日 

  

成績評価 ■成績表（有・無） 

■成績評価の基準・方法について 

試験・提出課題・授業態度を評価 

 

長期休み ■学年始め：4月8日 

■夏  季：7月25日～8月31日 

■冬  季：12月21日～1月7日 

■学 年 末：3月20日～4月7日 

卒業・進級条件 規定の出席日数を満たし規定の 

課題を提出し、試験に合格する 

生徒指導 ■クラス担任制（有無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

 カウンセリングや上級教員による個人 

面談など 

課外活動 ■課外活動の種類 

リクレーションや地域ボランティア 

■サークル活動（有・無） 
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主な就職先 ■主な就職先、業界 

アパレル、服飾雑貨等の製造や小売業 

■就職率 84％ 

■卒業生に占める就職者の割合81％ 

（平成26年5月1日時点の情報） 

主な資格・検定 ファッションビジネス検定 

パターンメーキング検定 等 

 

中途退学の現状 ■中途退学者 ４０  名  ■中退率 ９ ％ 

平成２５ 年５月１日在学者 ４３５  名（平成 ２５ 年４ 月入学者を含む） 

平成 ２６年３月３１ 日在学者 ３９５ 名（平成 ２５ 年 ３月卒業生を含む） 

■中途退学の主な理由 

 欠席による学業不振や経済的理由 

■中退防止のための取組 

 担当教員による補習や上級教員による個人面談など 

 

ホームページ URL: http://www.ucf.jp/ 
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

教育課程の編成にあたっては、学生の就業先の業界に必要な人材の専門性についての動向や国、地方自治

体の産業振興の方向性及び新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識・技能などを十分に把握・

分析した上で、企業等の要請を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施するため、企業等

と連携した教育課程を編成する。 

とくに学習課題の内容と評価体制について企業等と密接に連携することによって学生の専門性を高め、当

該学科の育成する人材の目標や科目の教育目標達成に資するよう育課程の編成に取り組む。 

 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿） 

平成２６年１０月１６日現在 

名 前 所   属 

大塚 陽子 東京ファッションデザイナー協議会議長 

冨澤 修身 大阪市立大学大学院 教授 
西川 典男 丸十服装株式会社 会長 

瀧 直人 瀧定大阪株式会社 取締役 

春木屋 慶輔 株式会社イッセイミヤケ 社長室長 

広瀬 篤彦 クロバー株式会社 営業本部本部長 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン店舗強化グループ長 

 

 

（開催日時） 

第１回 平成２６年９月２７日 １４：００～１５：３０ 

第２回 平成２７年２月 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針） 

企業等と連携した実習・演習授業の内容が当該学科の教育目標達成に資するものとなるように学習課題の内

容を精査し、科目間の連携や授業時間配分等を考慮しつつ実習・演習授業を構成する。 

また実習で制作した学習成果物等の評価にあたっては、学生の専門性を高めるべく連携する企業等と密接に

連携することで評価の指標を共有しながらすすめる。 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 

キッズ実習 キッズウェアのデザインと制作 株式会社ブーフーウー 

実習 メンズシャツの製作 シーアトリエ 

 

 

 

 

３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針） 

当校においては平成 24年度 7月に「上田安子服飾専門学校教員の研修について」の基本方針を定め、専門教

育を充実するため教員の資質の向上を目的として計画的に教員の研修等を行うこととしている。研修等実施に

当たっては企業等との連携を深めるため、講師を企業等から当校に招請しておこない、また、教員を企業等の

開催する研修等に参加させることを基本としている。 
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４．学校関係者評価 

（学校関係者評価委員会の全委員の名簿） 

   平成２５年１１月２８日現在 

名 前 所   属 

藤本 栄子 ファッションクリエイター学科学生保護者 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン  

荒木 観嗣 株式会社 absolute  

大石 勝 大阪市立泉尾工業高校 

三島 保 大阪市北区商店会総連合会副会長  

池田 知隆 元大阪市教育委員長 

三原 道子 上田安子服飾専門学校 

  

（学校関係者評価結果の公表方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 

５．情報提供 

（情報提供の方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 
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授業科目等の概要 

（ファッション専門課程ファッションクリエイター学科メンズ専攻）平成２６年度 

分類 

授業科目名 授業科目概要 

配
当
年
次
・
学
期 

授 
業 

時 

数 
単 

位 

数 

法方業授 

必 
 

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

講 
 

義 

演 
 

習 

実
験
・
実
習
・
実
技 

○  
 

 
 

実習Ⅰ 

高品位な衣服を製作し、アイデアのあるデザイ

ンを表現するためには縫製技術が必要である。

基礎縫い・スカート・ブラウス・ワンピース・

ツーピース・部分縫い（パッチポケット、箱ポ

ケット、雨蓋ポケット・コート）等基礎的な衣

服を製作する。 

１
通 

330   △   ○ 

○  
 

 
 

実習Ⅱ 

レディスウエアの基本アイテムであるスカー

ト、パンツ、ショールカラーのジャケット、ラ

グランスリーブのコート、テーラードジャケッ

ト部分縫いの構造を理解し、縫製知識と技術を

習得する。 

２
通 

300   △   ○ 

○     
製図（パターン

メーキングⅠ） 

教員のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像による製図と黒板製図をノ

ート等に作図、整理することを通して、より高

品位な製品作りの基礎となる知識・技術を修得

する。 

１
通 

180   △   ○ 

○     
パターンメー

キングⅡ 

原型から平面パターンを作り、トワ－ルを組み

立て立体としての確認を行い、さらに工業パタ

ーンに仕上げるための技術を学ぶ。 

２
通 

120   △   ○ 

○     
ドレーピング

Ⅰ 

ボディ上でゆとりやシルエットを確認し、デザ

インを創作しながらパターンを作り、およびこ

れを平面パターンに作成する。 

２
前 

60   △   ○ 

○     

ファッション

ドローイング

Ⅰ 

ファッションデザイン、プレゼンテーションに

必要なイメージスケッチ、デザイン画制作の技

術と知識をテーマに添った課題を制作すること

によって習得する。また、そのために必要な情

報収集技術や活用法、発想法を考察する。 

１
通 

90   △   ○ 

○     

ファッション

ドローイング

Ⅱ 

現在のアパレル商品の基本的なアイテムを実物

サンプルを用いながら研究し、素材表現と合わ

せてスタイル画として描画することにより現在

の市場に即した企画デザインの商品の特徴を備

えたスタイル画を描画することを修得する。 

２
通 

60   △   ○ 



- 33 - 

○     
ファッション

デザインⅠ 

ファッションデザインの変遷と、民族・習慣に

よる衣服の差異について理解を深めるための講

義と演習。現在、流通しているファッションデ

ザインを整理・理解し、オリジナルデザイン画

を制作する 

１
通 

90   ○ △   

○     
ファッション

デザインⅡ 

消費者側から機能性からなど多様な視点からフ

ァッションデザインし、商品をコーディネート

で企画できる能力を演習を通じて養う。また企

業が求めるデザインとは何かを考察するなか

で、アパレル業界の仕組みについても学ぶ。 

２
通 

90   ○ △   

○     色彩構成 

「衣服は造形物である」との視点からファッシ

ョンデザインのもととなる色彩構成について学

ぶ。テキスト『デザインの色彩』を使用した講

義をもとにデザインガッシュで課題制作を行い

ファッションイメージへ展開する。 

１
前 

30   △   ○ 

○     立体構成 

 「衣服は造形物である」との観点から、ファ

ッションデザインのもととなる立体の構成につ

いて学ぶ。主にケント紙を素材にして立体の基

本と応用の課題製作を行い、造形の美しさを表

現する。 

１
後 

30   △   ○ 

○     服飾素材論Ⅰ 

講義によりアパレル素材の基本知識を体系的に

修得する。またファッショントレンドと素材の

関連性について、市場の動向を踏まえ解説する。 

１
後 

30   ○     

○     服飾素材論Ⅱ 

ファッション業界での素材の位置づけ、役割を

体系的に理解し、素材の知識を深めていく。市

場動向を読み取り、そのコンセプトにあったデ

ザイン、素材に落とし込めるようになる。 

２
前 

30   ○     

○     
コンピュータ

演習Ⅰ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、イメージマップやハンガーイ

ラストなどを作成する。メールアカウントの設

定やパスワード・署名などビジネスメールに必

要な基礎知識を身に付ける。 

１
後 

30       ○ 

○     
コンピュータ

演習Ⅱ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、ハンガーイラストやデザイン

画、イメージマップなどを駆使してポートフォ

リオが作成できる。 

２
前 

30       ○ 

○ 
  

  
コンピュータ

演習Ⅲ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、ハンガーイラストやデザイン

画、イメージマップなどを駆使してポートフォ

リオを作成し、企画提案する。 

３
通 

120     ○   
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○     服飾史 

服飾の起源から現代にまでつながる服飾デザイ

ンの変遷を図版・絵画・写真・映画などのビジ

ュアル資料から学んでゆく。また、身体と服飾

の相関性、服飾デザインから読み取れる記号的

な意味を理解しデザインソースとして生かして

ゆく。 

２
後 

30   ○     

○     
ファッション

ビジネス論Ⅰ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じてそ

の仕事の中身を理解する。最新の業界の情報を

新聞やリサーチなどで調べ、ファッションビジ

ネスを考える。 グループミーティングやプレゼ

ンなどを取り入れ、自分の言葉や行動で表現す

る。     

１
後 

30   ○ △   

○     
ファッション

ビジネス論Ⅱ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じてそ

の仕事の中身を理解する。最新の業界の情報を

新聞やリサーチなどで調べ、ファッションビジ

ネスを考える。 グループミーティングやプレゼ

ンなどを取り入れ、自分の言葉や行動で表現す

る。     

２
後 

30   ○ △   

○     縫製工学 

工業生産的もの作りの道理、実務工程の知識を

習得し、自分を取り巻く関係者と円滑に意思疎

通が図れる技術者を養成するため、アパレル

業・縫製加工業に関する専門知識や繊維製品の

品質管理に関する知識を修得する。 

３
前 

30   ○     

○     西洋美術史 

初期ルネサンス美術から 20世紀後半の西洋美

術の歴史を通覧するとともに、各時代の代表的

な画家や作品について解説する。 

３
前 

30   ○     

○     
プレゼンテー

ション技術 

商品企画等の説明のためのプレゼンテーション

に必要な技術を、演習を通して修得する。 
２
後 

30   △ ○   

◯ 
  

  メンズ実習 

高品位なメンズアパレル商品は、デザイン性と

機能美を合わせ持つ。実製作を通じてこのため

のパターンメーキング、カッティング、ソーイ

ングを一貫して学ぶ。 

３
通 

360   △   ○ 

◯ 
  

  
パターンメー

キングⅢ‐A 

基本パターンから各種デザインパターンの理論

的な展開方法を学び、各種アイテムの工業パタ

ーンの作成までを修得する。 

３
通 

120   △   ○ 

 
 

◯   

パターンメー

キングⅡ（選

択） 

基本パターンから各種デザインパターンの理論

的な展開方法を学び、各種アイテムの工業パタ

ーンの作成までを修得する。 

２
後 

60   △   ○ 
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 ◯ 
 

ファッション

デザインⅡ（選

択） 

消費者側から機能性からなど多様な視点からフ

ァッションデザインし、商品をコーディネート

で企画できる能力を演習を通じて養う。 

２
後 

60   △   ○ 

◯ 
  

  

ファッション

ドローイング

Ⅲ‐B 

実習を通じてアパレル産業の中で必要なドロー

イング（スタイル画・アイテム画など）を学ぶ

アパレル産業で即戦力で通用するドローイング

技術を身につける。 

３
通 

60   △   ○ 

◯ 
  

  
ファッション

デザインⅢ‐B 

クライアントの求める商品コンセプトを理解

し、マーケティング的観点から企画・立案し、

ポートフォリオにまとめる。 

３
通 

90   △ ○   

○ 
 

   商品企画 

クライアントの求める商品コンセプトを理解

し、マーケティング的観点から企画・立案し、

プレゼンテーションする。 

３
通 

60     ○   

○     特別講義 
社会に出て行くに必要な知識や心構えを養成す

るための講義。 

１
・
２
・
３ 

30   ○     

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、上

田学園コレクション等で学習の成果を発表す

る。 

１
通 

40     ○   

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、上

田学園コレクション等で学習の成果を発表す

る。 

２
通 

56     ○   

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、上

田学園コレクション等で学習の成果を発表す

る。 

３
通 

76     ○   

合計 ３２   科目 ２７２２単位時間 
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（別紙様式４） 

平成26年11月1日現在 

 

職業実践専門課程の基本情報について 
 

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

上田安子服飾専門 

学校 

昭和51年4月1日 三原 道子  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

 設 置 者 名  設立認可年月日  代 表 者 名  所   在   地 

学校法人上田学園 昭和57年3月31日 上田哲也  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

目 

的 

「技術」「感性」「知性」「時代性」の各々の要素のひとつひとつを培うことによって、日本の優れた

物づくりに貢献できる、専門人材を育成することに加え、「できあがった高品位なファッション商品を

どのようにして販売するか」までを一貫して考えることのできる高度人材の育成。 

分野 課 程 名 学 科 名 修業年限 
（昼、夜別） 

全課程の修了に
必要な総授業時
数又は総単位数 

専門士の付与 高度専門士の付与 

服飾家政 ﾌｧｯｼｮﾝ専門
課程 

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲﾀｰ
学科ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴ
ｲﾀｰｺｰｽｷｯｽﾞ専
攻 

３年昼 ２７２２単位時間 

（又は単位） 
文部省告示第７号  

教育課程 

講義 演習 実験 実習 実技 

４９０単位時間 

（又は単位） 
５８２単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 
１６５０単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４８０人 ４３５人の内数 １７人 ２９人 ４６人 

 

学期制度 ■２学期： 

前期：4月1日～9月30日 

後期：10月1日～3月31日 

  

成績評価 ■成績表（有・無） 

■成績評価の基準・方法について 

試験・提出課題・授業態度を評価 

 

長期休み ■学年始め：4月8日 

■夏  季：7月25日～8月31日 

■冬  季：12月21日～1月7日 

■学 年 末：3月20日～4月7日 

卒業・進級条件 規定の出席日数を満たし規定の 

課題を提出し、試験に合格する 

生徒指導 ■クラス担任制（有無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

 カウンセリングや上級教員による個人 

面談など 

課外活動 ■課外活動の種類 

リクレーションや地域ボランティア 

■サークル活動（有・無） 
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主な就職先 ■主な就職先、業界 

アパレル、服飾雑貨等の製造や小売業 

■就職率 84％ 

■卒業生に占める就職者の割合81％ 

（平成26年5月1日時点の情報） 

主な資格・検定 ファッションビジネス検定 

パターンメーキング検定 等 

 

中途退学の現状 ■中途退学者 ４０  名  ■中退率 ９ ％ 

平成２５ 年５月１日在学者 ４３５  名（平成 ２５ 年４ 月入学者を含む） 

平成 ２６年３月３１ 日在学者 ３９５ 名（平成 ２５ 年 ３月卒業生を含む） 

■中途退学の主な理由 

 欠席による学業不振や経済的理由 

■中退防止のための取組 

 担当教員による補習や上級教員による個人面談など 

 

ホームページ URL: http://www.ucf.jp/ 
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

教育課程の編成にあたっては、学生の就業先の業界に必要な人材の専門性についての動向や国、地方自治

体の産業振興の方向性及び新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識・技能などを十分に把握・

分析した上で、企業等の要請を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施するため、企業等

と連携した教育課程を編成する。 

とくに学習課題の内容と評価体制について企業等と密接に連携することによって学生の専門性を高め、当

該学科の育成する人材の目標や科目の教育目標達成に資するよう育課程の編成に取り組む。 

 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿） 

平成２６年１０月１６日現在 

名 前 所   属 

大塚 陽子 東京ファッションデザイナー協議会議長 

冨澤 修身 大阪市立大学大学院 教授 
西川 典男 丸十服装株式会社 会長 

瀧 直人 瀧定大阪株式会社 取締役 

春木屋 慶輔 株式会社イッセイミヤケ 社長室長 

広瀬 篤彦 クロバー株式会社 営業本部本部長 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン店舗強化グループ長 

 

 

（開催日時） 

第１回 平成２６年９月２７日 １４：００～１５：３０ 

第２回 平成２７年２月 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針） 

企業等と連携した実習・演習授業の内容が当該学科の教育目標達成に資するものとなるように学習課題の内

容を精査し、科目間の連携や授業時間配分等を考慮しつつ実習・演習授業を構成する。 

また実習で制作した学習成果物等の評価にあたっては、学生の専門性を高めるべく連携する企業等と密接に

連携することで評価の指標を共有しながらすすめる。 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 

キッズ実習 キッズウェアのデザインと制作 株式会社ブーフーウー 

実習 メンズシャツの製作 シーアトリエ 

 

 

 

 

３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針） 

当校においては平成 24年度 7月に「上田安子服飾専門学校教員の研修について」の基本方針を定め、専門教

育を充実するため教員の資質の向上を目的として計画的に教員の研修等を行うこととしている。研修等実施に

当たっては企業等との連携を深めるため、講師を企業等から当校に招請しておこない、また、教員を企業等の

開催する研修等に参加させることを基本としている。 
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４．学校関係者評価 

（学校関係者評価委員会の全委員の名簿） 

   平成２５年１１月２８日現在 

名 前 所   属 

藤本 栄子 ファッションクリエイター学科学生保護者 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン  

荒木 観嗣 株式会社 absolute  

大石 勝 大阪市立泉尾工業高校 

三島 保 大阪市北区商店会総連合会副会長  

池田 知隆 元大阪市教育委員長 

三原 道子 上田安子服飾専門学校 

  

（学校関係者評価結果の公表方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 

５．情報提供 

（情報提供の方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 
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授業科目等の概要 

（ファッション専門課程ファッションクリエイター学科キッズ専攻）平成２６年度 

分類 

授業科目名 授業科目概要 

配
当
年
次
・
学
期 

授 
業 

時 

数 
単 

位 

数 

法方業授 

必 
 

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

講 
 

義 

演 
 

習 

実
験
・
実
習
・
実
技 

○  
 

 
 

実習Ⅰ 

高品位な衣服を製作し、アイデアのあるデザイ

ンを表現するためには縫製技術が必要である。

基礎縫い・スカート・ブラウス・ワンピース・

ツーピース・部分縫い（パッチポケット、箱ポ

ケット、雨蓋ポケット・コート）等基礎的な衣

服を製作する。 

１
通 

330   △   ○ 

○  
 

 
 

実習Ⅱ 

レディスウエアの基本アイテムであるスカー

ト、パンツ、ショールカラーのジャケット、ラ

グランスリーブのコート、テーラードジャケッ

ト部分縫いの構造を理解し、縫製知識と技術を

習得する。 

２
通 

300   △   ○ 

○     

製図（パター

ンメーキング

Ⅰ） 

教員のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像による製図と黒板製図をノ

ート等に作図、整理することを通して、より高

品位な製品作りの基礎となる知識・技術を修得

する。 

１
通 

180   △   ○ 

○     
パターンメー

キングⅡ 

原型から平面パターンを作り、トワ－ルを組み

立て立体としての確認を行い、さらに工業パタ

ーンに仕上げるための技術を学ぶ。 

１
通 

120   △   ○ 

○     
ドレーピング

Ⅰ 

ボディ上でゆとりやシルエットを確認し、デザ

インを創作しながらパターンを作り、およびこ

れを平面パターンに作成する。 

２
前 

60   △   ○ 

○     

ファッション

ドローイング

Ⅰ 

ファッションデザイン、プレゼンテーションに

必要なイメージスケッチ、デザイン画制作の技

術と知識をテーマに添った課題を制作するこ

とによって習得する。また、そのために必要な

情報収集技術や活用法、発想法を考察する。 

１
通 

90   △   ○ 

○     

ファッション

ドローイング

Ⅱ 

現在のアパレル商品の基本的なアイテムを実

物サンプルを用いながら研究し、素材表現と合

わせてスタイル画として描画することにより

現在の市場に即した企画デザインの商品の特

徴を備えたスタイル画を描画することを修得

する。 

２
通 

60   △   ○ 
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○     
ファッション

デザインⅠ 

ファッションデザインの変遷と、民族・習慣に

よる衣服の差異について理解を深めるための

講義と演習。現在、流通しているファッション

デザインを整理・理解し、オリジナルデザイン

画を制作する 

１
通 

90   ○ △   

○     
ファッション

デザインⅡ 

消費者側から機能性からなど多様な視点から

ファッションデザインし、商品をコーディネー

トで企画できる能力を演習を通じて養う。また

企業が求めるデザインとは何かを考察するな

かで、アパレル業界の仕組みについても学ぶ。 

２
通 

90   ○ △   

○     色彩構成 

「衣服は造形物である」との視点からファッシ

ョンデザインのもととなる色彩構成について

学ぶ。テキスト『デザインの色彩』を使用した

講義をもとにデザインガッシュで課題制作を

行いファッションイメージへ展開する。 

１
前 

30   △   ○ 

○     立体構成 

 「衣服は造形物である」との観点から、ファ

ッションデザインのもととなる立体の構成に

ついて学ぶ。主にケント紙を素材にして立体の

基本と応用の課題製作を行い、造形の美しさを

表現する。 

１
後 

30   △   ○ 

○     服飾素材論Ⅰ 

講義によりアパレル素材の基本知識を体系的

に修得する。またファッショントレンドと素材

の関連性について、市場の動向を踏まえ解説す

る。 

１
後 

30   ○     

○     服飾素材論Ⅱ 

ファッション業界での素材の位置づけ、役割を

体系的に理解し、素材の知識を深めていく。市

場動向を読み取り、そのコンセプトにあったデ

ザイン、素材に落とし込めるようになる。 

１
前 

30   ○     

○     
コンピュータ

演習Ⅰ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、イメージマップやハンガーイ

ラストなどを作成する。メールアカウントの設

定やパスワード・署名などビジネスメールに必

要な基礎知識を身に付ける。 

１
後 

30       ○ 

○     
コンピュータ

演習Ⅱ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、ハンガーイラストやデザイン

画、イメージマップなどを駆使してポートフォ

リオが作成できる。 

２
前 

30       ○ 

 
 

○   
コンピュータ

演習Ⅲ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、ハンガーイラストやデザイン

画、イメージマップなどを駆使してポートフォ

リオを作成し、企画提案する。 

３
通 

120     ○   
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○     服飾史 

服飾の起源から現代にまでつながる服飾デザ

インの変遷を図版・絵画・写真・映画などのビ

ジュアル資料から学んでゆく。また、身体と服

飾の相関性、服飾デザインから読み取れる記号

的な意味を理解しデザインソースとして生か

してゆく。 

２
後 

30   ○     

○     
ファッション

ビジネス論Ⅰ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じて

その仕事の中身を理解する。最新の業界の情報

を新聞やリサーチなどで調べ、ファッションビ

ジネスを考える。 グループミーティングやプ

レゼンなどを取り入れ、自分の言葉や行動で表

現する。     

１
後 

30   ○ △   

○     
ファッション

ビジネス論Ⅱ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じて

その仕事の中身を理解する。最新の業界の情報

を新聞やリサーチなどで調べ、ファッションビ

ジネスを考える。 グループミーティングやプ

レゼンなどを取り入れ、自分の言葉や行動で表

現する。     

２
後 

30   ○ △   

○     縫製工学 

工業生産的もの作りの道理、実務工程の知識を

習得し、自分を取り巻く関係者と円滑に意思疎

通が図れる技術者を養成するため、アパレル

業・縫製加工業に関する専門知識や繊維製品の

品質管理に関する知識を修得する。 

３
前 

30   ○     

○     西洋美術史 

初期ルネサンス美術から 20世紀後半の西洋美

術の歴史を通覧するとともに、各時代の代表的

な画家や作品について解説する。 

３
前 

30   ○     

○     
プレゼンテー

ション技術 

商品企画等の説明のためのプレゼンテーショ

ンに必要な技術を、演習を通して修得する。 
２
後 

30   △ ○   

 
 

◯   キッズ実習 

子供服のデザイナー・パタンナーに必要な知識

を修得し、各サイズに応じた仕様・バランスを

考慮して作品を製作する。ワンピース他４種の

子供服を年齢サイズ別に製作する。 

３
通 

360   △   ○ 

 
 

◯   
パターンメー

キングⅢ‐A 

基本パターンから各種デザインパターンの理

論的な展開方法を学び、各種アイテムの工業パ

ターンの作成までを修得する。 

３
通 

120   △   ○ 

 
 

◯   

パターンメー

キングⅡ（選

択） 

基本パターンから各種デザインパターンの理

論的な展開方法を学び、各種アイテムの工業パ

ターンの作成までを修得する。 

２
後 

60   △   ○ 



- 43 - 

 
 

◯   

ファッション

ドローイング

Ⅲ‐B 

実習を通じてアパレル産業の中で必要なドロ

ーイング（スタイル画・アイテム画など）を学

ぶアパレル産業で即戦力で通用するドローイ

ング技術を身につける。 

２
通 

60   △   ○ 

 
 

◯   

ファッション

デザインⅢ‐

A 

クライアントの求める商品コンセプトを理

解し、マーケティング的観点から企画・立案

し、ポートフォリオにまとめる。 

３
通 

120   △ ○   

 
 

◯   

ファッション

デザインⅢ‐

B 

クライアントの求める商品コンセプトを理

解し、マーケティング的観点から企画・立案

し、ポートフォリオにまとめる。 

３
通 

60   △ ○   

 
 

○   商品企画 

クライアントの求める商品コンセプトを理解

し、マーケティング的観点から企画・立案し、

プレゼンテーションする。 

３
通 

60     ○   

○     特別講義 
社会に出て行くに必要な知識や心構えを養成

するための講義。 

１
・
２
・
３ 

30   ○     

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、上

田学園コレクション等で学習の成果を発表す

る。 

１
通 

40     ○   

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、上

田学園コレクション等で学習の成果を発表す

る。 

２
通 

56     ○   

○     研究発表演習 

プレタポルテ展、ファッション・アート展、上

田学園コレクション等で学習の成果を発表す

る。 

３
通 

76     ○   
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（別紙様式４） 

平成26年11月1日現在 

 

職業実践専門課程の基本情報について 
 

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

上田安子服飾専門 

学校 

昭和51年4月1日 三原 道子  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

 設 置 者 名  設立認可年月日  代 表 者 名  所   在   地 

学校法人上田学園 昭和57年3月31日 上田哲也  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

目 

的 

「技術」「感性」「知性」「時代性」の各々の要素のひとつひとつを培うことによって、日本の優れた

物づくりに貢献できる、専門人材を育成することに加え、「できあがった高品位なファッション商品を

どのようにして販売するか」までを一貫して考えることのできる高度人材の育成。 

分野 課 程 名 学 科 名 修業年限 
（昼、夜別） 

全課程の修了に
必要な総授業時
数又は総単位数 

専門士の付与 高度専門士の付与 

服飾家政 ﾌｧｯｼｮﾝ専門
課程 

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲﾀｰ
学科ｺﾞｼｯｸ&ﾛﾘｰ
ﾀﾌｧｯｼｮﾝ専攻 

３年昼 ２７２２単位時間 

（又は単位） 
文部省告示第７号  

教育課程 

講義 演習 実験 実習 実技 

４９０単位時間 

（又は単位） 
５８２単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 
１６５０単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４８０人 ４３５人の内数 １７人 ２９人 ４６人 

 

学期制度 ■２学期： 

前期：4月1日～9月30日 

後期：10月1日～3月31日 

  

成績評価 ■成績表（有・無） 

■成績評価の基準・方法について 

試験・提出課題・授業態度を評価 

 

長期休み ■学年始め：4月8日 

■夏  季：7月25日～8月31日 

■冬  季：12月21日～1月7日 

■学 年 末：3月20日～4月7日 

卒業・進級条件 規定の出席日数を満たし規定の 

課題を提出し、試験に合格する 

生徒指導 ■クラス担任制（有無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

 カウンセリングや上級教員による個人 

面談など 

課外活動 ■課外活動の種類 

リクレーションや地域ボランティア 

■サークル活動（有・無） 
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主な就職先 ■主な就職先、業界 

アパレル、服飾雑貨等の製造や小売業 

■就職率 84％ 

■卒業生に占める就職者の割合81％ 

（平成26年5月1日時点の情報） 

主な資格・検定 ファッションビジネス検定 

パターンメーキング検定 等 

 

中途退学の現状 中途退学者 ４０  名  ■中退率 ９ ％ 

平成２５ 年５月１日在学者 ４３５  名（平成 ２５ 年４ 月入学者を含む） 

平成 ２６年３月３１ 日在学者 ３９５ 名（平成 ２５ 年 ３月卒業生を含む） 

■中途退学の主な理由 

 欠席による学業不振や経済的理由 

■中退防止のための取組 

 担当教員による補習や上級教員による個人面談など 

 

ホームページ URL: http://www.ucf.jp/ 
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

教育課程の編成にあたっては、学生の就業先の業界に必要な人材の専門性についての動向や国、地方自治

体の産業振興の方向性及び新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識・技能などを十分に把握・

分析した上で、企業等の要請を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施するため、企業等

と連携した教育課程を編成する。 

とくに学習課題の内容と評価体制について企業等と密接に連携することによって学生の専門性を高め、当

該学科の育成する人材の目標や科目の教育目標達成に資するよう育課程の編成に取り組む。 

 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿） 

平成２６年１０月１６日現在 

名 前 所   属 

大塚 陽子 東京ファッションデザイナー協議会議長 

冨澤 修身 大阪市立大学大学院 教授 
西川 典男 丸十服装株式会社 会長 

瀧 直人 瀧定大阪株式会社 取締役 

春木屋 慶輔 株式会社イッセイミヤケ 社長室長 

広瀬 篤彦 クロバー株式会社 営業本部本部長 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン店舗強化グループ長 

 

 

（開催日時） 

第１回 平成２６年９月２７日 １４：００～１５：３０ 

第２回 平成２７年２月 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針） 

企業等と連携した実習・演習授業の内容が当該学科の教育目標達成に資するものとなるように学習課題の内

容を精査し、科目間の連携や授業時間配分等を考慮しつつ実習・演習授業を構成する。 

また実習で制作した学習成果物等の評価にあたっては、学生の専門性を高めるべく連携する企業等と密接に

連携することで評価の指標を共有しながらすすめる。 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 

ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝⅢ リボン・レースを使用した作品制作 株式会社 SHINDO 

実習 メンズシャツの製作 シーアトリエ 

 

 

３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針） 

当校においては平成 24年度 7月に「上田安子服飾専門学校教員の研修について」の基本方針を定め、専門教

育を充実するため教員の資質の向上を目的として計画的に教員の研修等を行うこととしている。研修等実施に

当たっては企業等との連携を深めるため、講師を企業等から当校に招請しておこない、また、教員を企業等の

開催する研修等に参加させることを基本としている。 
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４．学校関係者評価 

（学校関係者評価委員会の全委員の名簿） 

   平成２５年１１月２８日現在 

名 前 所   属 

藤本 栄子 ファッションクリエイター学科学生保護者 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン  

荒木 観嗣 株式会社 absolute  

大石 勝 大阪市立泉尾工業高校 

三島 保 大阪市北区商店会総連合会副会長  

池田 知隆 元大阪市教育委員長 

三原 道子 上田安子服飾専門学校 

  

（学校関係者評価結果の公表方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 

５．情報提供 

（情報提供の方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 
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授業科目等の概要 

（ファッション専門課程ファッションクリエイター学科ゴシック＆ロリータファッションコース）平成２６年度 

分類 

授業科目名 授業科目概要 

配
当
年
次
・
学
期 

授 
業 

時 

数 
単 

位 

数 
法方業授 

必 
 

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

講 
 

義 

演 
 

習 

実
験
・
実
習
・
実
技 

○  
 

 
 

実習Ⅰ 

高品位な衣服を製作し、アイデアのあるデザイン

を表現するためには縫製技術が必要である。基礎

縫い・スカート・ブラウス・ワンピース・ツーピ

ース・部分縫い（パッチポケット、箱ポケット、

雨蓋ポケット・コート）等基礎的な衣服を製作す

る。 

１
通 

330 
 

△ 
 

○ 

○  
 

 
 

実習Ⅱ 

レディスウエアの基本アイテムであるスカート、

パンツ、、ショールカラーのジャケット、ラグラ

ンスリーブのコート、テーラードジャケット部分

縫いの構造を理解し、縫製知識と技術を習得す

る。 

２
通 

300 
 

△ 
 

○ 

○  
 

  

実習（ゴシッ

ク＆ロリータ

ファッショ

ン） 

実物製作により、デザイン・パターンメーキング

を含めた総合的な服作りを習得する。また産業界

の制約を知り、ゴシック＆ロリータファッション

の商品企画全般の仕事を実践し習得する。 

３
通 

360 
 

△ 
 

○ 

○     
ドレーピング

Ⅰ 

ボディ上でゆとりやシルエットを確認し、デザイ

ンを創作しながらパターンを作り、およびこれを

平面パターンに作成する。 

２
前 

60 
 

△ 
 

○ 

◯     
ドレーピング

Ⅱ 

トワ―ルを使用しての立体裁断によって立体に

よるデザインを正確なパターンに落とし込む技

術を学ぶ。各種デザインのディテール・シルエッ

トを立体で表現する。 

３
通 

120 
 

△ 
 

○ 

○     

製図（パター

ンメーキング

Ⅰ） 

教員のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像による製図と黒板製図をノー

ト等に作図、整理することを通して、より高品位

な製品作りの基礎となる知識・技術を修得する。 

１
通 

180 
 

△ 
 

○ 
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○     
パターンメー

キングⅡ 

原型から平面パターンを作り、トワ－ルを組み立

て立体としての確認を行い、さらに工業パターン

に仕上げるための技術を学ぶ。 

２
通 

120 
 

△ 
 

○ 

○     

ファッション

ドローイング

Ⅰ 

ファッションデザイン、プレゼンテーションに必

要なイメージスケッチ、デザイン画制作の技術と

知識をテーマに添った課題を制作することによ

って習得する。また、そのために必要な情報収集

技術や活用法、発想法を考察する。 

１
通 

90 
 

△ 
 

○ 

○     

ファッション

ドローイング

Ⅱ 

現在のアパレル商品の基本的なアイテムを実物

サンプルを用いながら研究し、素材表現と合わせ

てスタイル画として描画することにより現在の

市場に即した企画デザインの商品の特徴を備え

たスタイル画を描画することを修得する。。 

２
通 

60 
 

△ 
 

○ 

○     

ファッション

ドローイング

Ⅲ 

実習を通じてアパレル産業の中で必要なドロー

イング（スタイル画・アイテム画など）を学ぶア

パレル産業で即戦力で通用するドローイング技

術を身につける。 

３
通 

60 
 

△ 
 

○ 

○     
ファッション

デザインⅠ 

ファッションデザインの変遷と、民族・習慣によ

る衣服の差異について理解を深めるための講義

と演習。現在、流通しているファッションデザイ

ンを整理・理解し、オリジナルデザイン画を制作

する 

１
通 

90 
 

○ △ 
 

○     
ファッション

デザインⅡ 

消費者側から機能性からなど多様な視点からフ

ァッションデザインし、商品をコーディネートで

企画できる能力を演習を通じて養う。また企業が

求めるデザインとは何かを考察するなかで、アパ

レル業界の仕組みについても学ぶ。 

２
通 

90 
 

○ △ 
 

○     
ファッション

デザインⅢ 

クライアントの求める商品コンセプトを理解

し、マーケティング的観点から企画・立案し、

ポートフォリオにまとめる。 

３
通 

120 
 

△ ○ 
 

○  
 

  
ゴシック＆ロ

リータ論 

ゴシック＆ロリータの基礎的な知識と文化論的

な背景を踏まえて、実際に自分自身でコンセプト

の立案を行い、そのコンセプトに基づいてゴシッ

ク＆ロリータのデザインを行い、仮想コレクショ

ンを展開する。 

２
通 

90 
 

○ △ 
 

○     色彩構成 

「衣服は造形物である」との視点からファッショ

ンデザインのもととなる色彩構成について学ぶ。

テキスト『デザインの色彩』を使用した講義をも

とにデザインガッシュで課題制作を行いファッ

ションイメージへ展開する。 

１
前 

30 
 

△ 
 

○ 
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○     立体構成 

 「衣服は造形物である」との観点から、ファッ

ションデザインのもととなる立体の構成につい

て学ぶ。主にケント紙を素材にして立体の基本と

応用の課題製作を行い、造形の美しさを表現す

る。 

１
後 

30 
 

△ 
 

○ 

○     服飾素材論Ⅰ 

講義によりアパレル素材の基本知識を体系的に

修得する。またファッショントレンドと素材の関

連性について、市場の動向を踏まえ解説する。 

１
後 

30 
 

○ 
  

○     服飾素材論Ⅱ 

ファッション業界での素材の位置づけ、役割を体

系的に理解し、素材の知識を深めていく。市場動

向を読み取り、そのコンセプトにあったデザイ

ン、素材に落とし込めるようになる。 

２
前 

30 
 

○ 
  

○     縫製工学 

工業生産的もの作りの道理、実務工程の知識を習

得し、自分を取り巻く関係者と円滑に意思疎通が

図れる技術者を養成するため、アパレル業・縫製

加工業に関する専門知識や繊維製品の品質管理

に関する知識を修得する。 

３
前 

30 
 

○ 
  

○     
コンピュータ

演習Ⅰ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、イメージマップやハンガーイラ

ストなどを作成する。メールアカウントの設定や

パスワード・署名などビジネスメールに必要な基

礎知識を身に付ける。 

１
後 

30 
   

○ 

○     
コンピュータ

演習Ⅱ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、ハンガーイラストやデザイン

画、イメージマップなどを駆使してポートフォリ

オが作成できる。 

２
前 

30 
   

○ 

○ 
  

  
コンピュータ

演習Ⅲ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活

用技術を修得し、ハンガーイラストやデザイン

画、イメージマップなどを駆使してポートフォリ

オを作成し、企画提案する。 

３
通 

60 
  

○ 
 

○     服飾史 

服飾の起源から現代にまでつながる服飾デザイ

ンの変遷を図版・絵画・写真・映画などのビジュ

アル資料から学んでゆく。また、身体と服飾の相

関性、服飾デザインから読み取れる記号的な意味

を理解しデザインソースとして生かしてゆく。 

２
後 

30 
 

○ 
  

○     西洋美術史 

初期ルネサンス美術から 20世紀後半の西洋美術

の歴史を通覧するとともに、各時代の代表的な画

家や作品について解説する。 

３
前 

30 
 

○ 
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○     
プレゼンテー

ション技術 

商品企画等の説明のためのプレゼンテーション

に必要な技術を、演習を通して修得する。 
２
後 

30 
 

△ ○ 
 

○     
ファッション

ビジネス論Ⅰ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じてそ

の仕事の中身を理解する。最新の業界の情報を新

聞やリサーチなどで調べ、ファッションビジネス

を考える。 グループミーティングやプレゼンな

どを取り入れ、自分の言葉や行動で表現する。     

１
後 

30 
 

○ △ 
 

○     特別講義 
社会に出て行くに必要な知識や心構えを養成す

るための講義。 

１
・
２
・
３ 

30 
 

○ 
  

○     研究発表演習 
プレタポルテ展、ファッション・アート展、上田

学園コレクション等で学習の成果を発表する。 
１
通 

40 
  

○ 
 

○     研究発表演習 
プレタポルテ展、ファッション・アート展、上田

学園コレクション等で学習の成果を発表する。 
２
通 

56 
  

○ 
 

○     研究発表演習 
プレタポルテ展、ファッション・アート展、上田

学園コレクション等で学習の成果を発表する。 
３
通 

76 
  

○ 
 

合計 ３５   科目 ２７２２単位時間 
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（別紙様式４） 

平成26年11月1日現在 

 

職業実践専門課程の基本情報について 
 

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

上田安子服飾専門 

学校 

昭和51年4月1日 三原 道子  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

 設 置 者 名  設立認可年月日  代 表 者 名  所   在   地 

学校法人上田学園 昭和57年3月31日 上田哲也  〒５３０－００１２ 

大阪府大阪市北区芝田２丁目５－８ 
     （電話）06‐6371‐1661 

目 

的 

「技術」「感性」「知性」「時代性」の各々の要素のひとつひとつを培うことによって、日本の優れた

物づくりに貢献できる、専門人材を育成することに加え、「できあがった高品位なファッション商品を

どのようにして販売するか」までを一貫して考えることのできる高度人材の育成。 

分野 課 程 名 学 科 名 修業年限 
（昼、夜別） 

全課程の修了に
必要な総授業時
数又は総単位数 

専門士の付与 高度専門士の付与 

服飾家政 ﾌｧｯｼｮﾝ専門
課程 

ﾌｧｯｼｮﾝｸﾘｴｲﾀｰ
学科ﾄｯﾌﾟｸﾘｴｲﾀ
ｰｺｰｽ 

３年昼 ２７２２単位時間 

（又は単位） 
文部省告示第７号  

教育課程 

講義 演習 実験 実習 実技 

４９０単位時間 

（又は単位） 
５８２単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 
１６５０単位時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

４８０人 ４３５人の内数 １７人 ２９人 ４６人 

 

学期制度 ■２学期： 

前期：4月1日～9月30日 

後期：10月1日～3月31日 

  

成績評価 ■成績表（有・無） 

■成績評価の基準・方法について 

試験・提出課題・授業態度を評価 

 

長期休み ■学年始め：4月8日 

■夏  季：7月25日～8月31日 

■冬  季：12月21日～1月7日 

■学 年 末：3月20日～4月7日 

卒業・進級条件 規定の出席日数を満たし規定の 

課題を提出し、試験に合格する 

生徒指導 ■クラス担任制（有無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

 カウンセリングや上級教員による個人 

面談など 

課外活動 ■課外活動の種類 

リクレーションや地域ボランティア 

■サークル活動（有・無） 
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主な就職先 ■主な就職先、業界 

アパレル、服飾雑貨等の製造や小売業 

■就職率 84％ 

■卒業生に占める就職者の割合81％ 

（平成26年5月1日時点の情報） 

主な資格・検定 ファッションビジネス検定 

パターンメーキング検定 等 

 

中途退学の現状 中途退学者 ４０  名  ■中退率 ９ ％ 

平成２５ 年５月１日在学者 ４３５  名（平成 ２５ 年４ 月入学者を含む） 

平成 ２６年３月３１ 日在学者 ３９５ 名（平成 ２５ 年 ３月卒業生を含む） 

■中途退学の主な理由 

 欠席による学業不振や経済的理由 

■中退防止のための取組 

 担当教員による補習や上級教員による個人面談など 

 

ホームページ URL: http://www.ucf.jp/ 
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

教育課程の編成にあたっては、学生の就業先の業界に必要な人材の専門性についての動向や国、地方自治

体の産業振興の方向性及び新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識・技能などを十分に把握・

分析した上で、企業等の要請を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施するため、企業等

と連携した教育課程を編成する。 

とくに学習課題の内容と評価体制について企業等と密接に連携することによって学生の専門性を高め、当

該学科の育成する人材の目標や科目の教育目標達成に資するよう育課程の編成に取り組む。 

 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿） 

平成２６年１０月１６日現在 

名 前 所   属 

大塚 陽子 東京ファッションデザイナー協議会議長 

冨澤 修身 大阪市立大学大学院 教授 
西川 典男 丸十服装株式会社 会長 

瀧 直人 瀧定大阪株式会社 取締役 

春木屋 慶輔 株式会社イッセイミヤケ 社長室長 

広瀬 篤彦 クロバー株式会社 営業本部本部長 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン店舗強化グループ長 

 

 

（開催日時） 

第１回 平成２６年９月２７日 １４：００～１５：３０ 

第２回 平成２７年２月 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針） 

企業等と連携した実習・演習授業の内容が当該学科の教育目標達成に資するものとなるように学習課題の内

容を精査し、科目間の連携や授業時間配分等を考慮しつつ実習・演習授業を構成する。 

また実習で制作した学習成果物等の評価にあたっては、学生の専門性を高めるべく連携する企業等と密接に

連携することで評価の指標を共有しながらすすめる。 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 

クリエイションテク

ニック＆デザイン 

東京コレクションのファッションショーを見学

し、、コレクションの商品構成、トレンド、コン

セプトメイクなどを学び企業研究を行う。 

東京ファッションデザイナー協議

会 

クリエイションデザ

イン 

海外コンテストに向けて個々のテーマに基づきポ

ートフォリオを作成・プレゼンテーションし、講

師の評価を受ける。 

株式会社リトゥンアフターワーズ 

 
 

３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針） 

当校においては平成 24年度 7月に「上田安子服飾専門学校教員の研修について」の基本方針を定め、専門教

育を充実するため教員の資質の向上を目的として計画的に教員の研修等を行うこととしている。研修等実施に

当たっては企業等との連携を深めるため、講師を企業等から当校に招請しておこない、また、教員を企業等の

開催する研修等に参加させることを基本としている。 
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４．学校関係者評価 

（学校関係者評価委員会の全委員の名簿） 

   平成２５年１１月２８日現在 

名 前 所   属 

藤本 栄子 ファッションクリエイター学科学生保護者 

赤城 貴久 株式会社ワールド・ビジネス・ブレイン  

荒木 観嗣 株式会社 absolute  

大石 勝 大阪市立泉尾工業高校 

三島 保 大阪市北区商店会総連合会副会長  

池田 知隆 元大阪市教育委員長 

三原 道子 上田安子服飾専門学校 

  

（学校関係者評価結果の公表方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 

５．情報提供 

（情報提供の方法） 

URL: http://www.ucf.jp/ 
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      授業科目等の概要           

（ファッション専門課程ファッションクリエイター学科トップクリエイターコース）平成２６年度   

分類 

授業科目

名 
授業科目概要 

配
当
年
次
・
学
期 

授 
業 

時 

数 
単 

位 

数 
授業方法 

必 
 

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

講 
 

義 

演 
 

習 

実
験
・
実
習
・
実
技 

○  
 

 
 

実習Ⅰ 

高品位な衣服を製作し、アイデアのあるデザインを表

現するためには縫製技術が必要である。基礎縫い・ス

カート・ブラウス・ワンピース・ツーピース・部分縫

い（パッチポケット、箱ポケット、雨蓋ポケット・コ

ート）等基礎的な衣服を製作する。 

１
通 

300     △ ◯ 

○  
 

 
 

実習Ⅱ 

レディスウエアの基本アイテムであるスカート、パン

ツ、、ショールカラーのジャケット、ラグランスリー

ブのコート、テーラードジャケット部分縫いの構造を

理解し、縫製知識と技術を習得する。 

２
通 

210     △ ◯ 

○     

クリエイ

ションテ

クニック&

デザイン

Ⅰ 

通常の実習授業と違ったオリジナリティに富んだデザ

イン方法で作品製作する。展示会形式でプレゼンテー

ションも行う。 

１
通 

60   △ △ ◯ 

○     

クリエイ

ションテ

クニック&

デザイン

Ⅱ 

通常の実習授業と違ったオリジナリティに富んだデザ

イン方法で企画し、作品製作する。展示会形式でプレ

ゼンテーションも行う。 

２
通 

90   △ △ ◯ 

○     
ドレーピ

ングⅠ 

ボディ上でゆとりやシルエットを確認し、デザインを

創作しながらパターンを作り、およびこれを平面パタ

ーンに作成する。 

２
後 

60       ◯ 

○     
ドレーピ

ングⅡ 

トワ―ルを使用しての立体裁断によって立体によるデ

ザインを正確なパターンに落とし込む技術を学ぶ。各

種デザインのディテール・シルエットを立体で表現す

る。 

３
通 

120         
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○     

製図（パタ

ーンメー

キングⅠ） 

教員のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像による製図と黒板製図をノート等

に作図、整理することを通して、より高品位な製品作

りの基礎となる知識・技術を修得する。 

１
通 

180   △   ◯ 

○     

パターン

メーキン

グⅡ 

原型から平面パターンを作り、トワ－ルを組み立て立

体としての確認を行い、さらに工業パターンに仕上げ

るための技術を学ぶ。 

２
通 

120   △   ◯ 

○     

パターン

メーキン

グⅢ 

原型から平面パターンを作り、トワ－ルを組み立て立

体としての確認を行い、さらに工業パターンに仕上げ

るための技術を学ぶ。 

３
通 

120   △   ◯ 

○     

クリエイ

ションド

ローイン

グⅠ 

ファッションデザイン、プレゼンテーションに必要な

イメージスケッチ、デザイン画制作の技術と知識をテ

ーマに添った課題を制作することによって習得する。

また、プレゼンテーションに活用できるイメージスケ

ッチ、デザイン画制作を目指し、それに必要な情報収

集技術や活用法、発想法を考察する。 

１
通 

120   △   ◯ 

○     

クリエイ

ションド

ローイン

グⅡ 

実習をとおしてファッションデザインに必要な

イメージスケッチ、デザイン画制作の為の絵画技

術と知識、また情報管理、情報を使った発想方法

を習得する。 

２
通 

120       ◯ 

○     

クリエイ

ションド

ローイン

グⅢ 

実習を通じてアパレル産業の中で必要なドローイング

（スタイル画・アイテム画など）を学ぶアパレル産業

で即戦力で通用するドローイング技術を身につける。 

３
通 

120         

○     

クリエー

ションデ

ザインⅠ 

ファッションデザインの変遷と、民族・習慣による衣

服の差異について理解を深めるための講義と演習。現

在、流通しているファッションデザインを整理・理解

し、オリジナルデザイン画を制作する 

１
通 

120       ◯ 

○     

クリエー

ションデ

ザインⅡ 

消費者側から機能性からなど多様な視点からファッシ

ョンデザインし、商品をコーディネートで企画できる

能力を演習を通じて養う。また企業が求めるデザイン

とは何かを考察するなかで、アパレル業界の仕組みに

ついても学ぶ。 

２
通 

120   △ △ ◯ 
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○     

クリエー

ションデ

ザインⅢ 

クライアントの求める商品コンセプトを理解し、マー

ケティング的観点から企画・立案し、ポートフォリオ

にまとめる。 

３
通 

120         

○     色彩構成 

「衣服は造形物である」との視点からファッションデ

ザインのもととなる色彩構成について学ぶ。テキスト

『デザインの色彩』を使用した講義をもとにデザイン

ガッシュで課題制作を行いファッションイメージへ展

開する。 

１
前 

30   △   ◯ 

○     立体構成 

 「衣服は造形物である」との観点から、ファッショ

ンデザインのもととなる立体の構成について学ぶ。主

にケント紙を素材にして立体の基本と応用の課題製作

を行い、造形の美しさを表現する。 

１
後 

30   △ △ ◯ 

○     
服飾素材

論Ⅰ 

講義によりアパレル素材の基本知識を体系的に修得す

る。またファッショントレンドと素材の関連性につい

て、市場の動向を踏まえ解説する。 

１
後 

30   ◯     

○     
服飾素材

論Ⅱ 

ファッション業界での素材の位置づけ、役割を体系的

に理解し、素材の知識を深めていく。市場動向を読み

取り、そのコンセプトにあったデザイン、素材に落と

し込めるようになる。 

２
前 

30   ◯     

○     縫製工学 

工業生産的もの作りの道理、実務工程の知識を習得し、

自分を取り巻く関係者と円滑に意思疎通が図れる技術

者を養成するため、アパレル業・縫製加工業に関する

専門知識や繊維製品の品質管理に関する知識を修得す

る。 

３
前 

30   ◯     

○     

コンピュ

ータ演習

Ⅰ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活用技術

を修得し、イメージマップやハンガーイラストなどを

作成する。メールアカウントの設定やパスワード・署

名などビジネスメールに必要な基礎知識を身に付け

る。 

１
後 

30     △ ◯ 

○     

コンピュ

ータ演習

Ⅱ 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活用技術

を修得し、ハンガーイラストやデザイン画、イメージ

マップなどを駆使してポートフォリオが作成できる。 

３
通 

120         
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○     

コンピュ

ータパタ

ーン演習

Ⅰ 

アパレルＣＡＤのソフトを理解し、パターンを引き、

それに伴う仕様書等の書類を作成するための利用手順

を修得する。 

２
後 

30     △ ◯ 

○     

コンピュ

ータデザ

イン演習 

Illustrator&Photoshopのデザインソフトを活用技術

を修得し、ハンガーイラストやデザイン画、イメージ

マップなどを駆使してポートフォリオが作成できる。 

２
通 

60     △ ◯ 

○     服飾史 

服飾の起源から現代にまでつながる服飾デザインの変

遷を図版・絵画・写真・映画などのビジュアル資料か

ら学んでゆく。また、身体と服飾の相関性、服飾デザ

インから読み取れる記号的な意味を理解しデザインソ

ースとして生かしてゆく。 

２
前 

30   ◯     

○     
西洋美術

史 

初期ルネサンス美術から 20世紀後半の西洋美術の歴

史を通覧するとともに、各時代の代表的な画家や作品

について解説する。 

３
後 

30   ◯     

○     

ファッシ

ョンビジ

ネス論Ⅰ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じてその仕事

の中身を理解する。グループミーティングやプレゼン

などを取り入れ、自分の言葉や行動で表現する。最新

の業界の情報を新聞やリサーチなどで調べ、ファッシ

ョンビジネスを考える。 

２
後 

30   ◯ △   

○     

ファッシ

ョンビジ

ネス論Ⅱ 

ファッションビジネスを業態や職種を通じてその仕事

の中身を理解し、ブランドを企画する。グループミー

ティングやプレゼンなどを取り入れ、自分の言葉や行

動で表現する。最新の業界の情報を新聞やリサーチな

どで調べ、ファッションビジネスを考える。 

３
前 

60   ◯ △   

  
  

     
      

合計 ２８   科目 ２７２２単位時間 

 

 

 

 

 

 

 


